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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

良
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
4
月
よ
り
看
護
部
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
鳥
畑
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
3
月
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
床

か
ら
移
行
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
49
床

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
む

鹿
行
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
退
院
に
対
す
る
様
々
な
問
題

や
不
安
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
医
師
・
看

護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
担
当
者
・
社
会
福
祉
士
・

事
務
と
の
多
職
連
携
強
化
に
努
め
、
支
援

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
10
月
か

ら
は
医
療
行
為
が
必
要
で
福
祉
介
護
施
設

で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
受
け
ら
れ
な
い
方

を
対
象
と
す
る
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
受
け

入
れ
を
開
始
し
、
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い

る
ご
家
族
の
支
援
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
10
月
か
ら
患
者
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

充
実
に
取
り
組
み
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

か
ら
の
疾
患
に
関
す
る
質
問
や
生
活
上
の

不
安
な
ど
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
安
心
で
き
る
医
療
・
介
護
の
充
実

を
め
ざ
し
、
行
方
市
主
催
で
、
患
者
さ
ん

に
関
わ
る
様
々
な
職
種
の
方
々
と
当
院
職

員
と
の
在
宅
支
援
・
介
護
推
進
合
同
会
議

を
当
院
で
開
催
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

開
設
を
進
め
て
お
り
、
さ
ら
に
地
域
に
根

ざ
し
た
看
護
を
展
開
し
て
行
く
予
定
で
す
。

急
性
期
・
回
復
期
・
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

を
有
す
る
当
院
の
強
み
を
生
か
し
、
地
域

の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
看
護
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
看
護
の
質
向
上
に
な
お
一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
3
月
よ
り
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を

開
設
い
た
し
ま
し
た
。
先
行
し
て
開
設
し

た
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
と

も
に
、
亜
急
性
期
回
復
期
の
患
者
さ
ま
を

支
援
す
る
病
棟
で
す
。
少
子
高
齢
化
に

よ
っ
て
高
齢
者
医
療
の
充
実
が
必
須
の
昨

今
に
あ
っ
て
、
急
性
期
医
療
が
一
段
落
し

た
の
ち
に
、
退
院
ま
で
の
支
援
や
リ
ハ
ビ

リ
が
必
要
な
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。医
療
的
サ
ポ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、

社
会
福
祉
士
が
窓
口
に
な
る
社
会
的
支
援

へ
の
橋
渡
し
や
、
看
護
師
、
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
っ
て
患
者
さ
ま
個
々

人
の
身
体
能
力
認
知
能
力
に
合
わ
せ
た
、

適
切
な
退
院
支
援
を
充
実
い
た
し
ま
し

た
。
地
域
の
介
護
施
設
と
連
携
を
ス
ム
ー

ス
に
す
る
た
め
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
当
院

の
職
員
で
行
う
支
援
会
議
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
現
在
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
準

備
と
平
成
31
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
予
定
の

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
も
す
す

め
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
よ
り
一
層
、
地

域
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
在
宅
復
帰
支
援
が

必
要
な
方
々
に
、
行
政
や
介
護
施
設
と
そ

の
関
係
者
と
連
携
を
ス
ム
ー
ス
に
行
え
る

よ
う
に
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
急
性
期
医
療
の
充
実
も
必
要
で

す
。
茨
城
県
は
人
口
減
少
と
は
い
え
、
急

性
期
医
療
を
必
要
と
す
る
高
齢
の
方
は
15

年
程
度
は
増
加
し
て
い
く
推
計
と
な
っ
て

い
ま
す
。
鹿
行
地
域
は
既
に
高
齢
化
率
33

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
当
院
の
入
院
患
者
さ
ん

の
平
均
年
齢
も
年
々
上
昇
傾
向
で
す
。
当

院
へ
救
急
搬
送
さ
れ
入
院
さ
れ
る
方
は
、

心
不
全
、
肺
炎
、
尿
路
感
染
、
胆
道
系
感

染
、骨
粗
鬆
症
に
と
も
な
う
骨
折
な
ど
で
、

緊
急
の
治
療
・
手
術
を
要
す
る
患
者
さ
ん

で
す
。
今
後
も
救
急
医
療
の
充
実
を
は
か

る
た
め
、
医
師
確
保
の
取
り
組
み
、
土
浦

協
同
病
院
と
の
連
携
強
化
、
鹿
行
地
域
の

医
療
機
関
と
の
連
携
を
ス
ム
ー
ス
に
行
え

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
当
院
は

総
合
病
院
で
あ
り
ま
す
が
、
在
籍
し
て
い

る
常
勤
医
の
専
門
領
域
は
限
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
が

3
名
、
整
形
外
科
が
私
を
含
め
て
4
名
と

な
り
、
運
動
器
疾
患
や
外
傷
の
治
療
手
術

リ
ハ
ビ
リ
が
充
実
し
て
お
り
ま
す
。
白
内

障
の
手
術
を
は
じ
め
眼
科
の
手
術
治
療
も

充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
生
命
予
後
に

関
わ
る
、
脳
神
経
外
科
は
当
院
と
土
浦
協

同
病
院
と
の
連
携
で
急
性
期
か
ら
回
復
期

ま
で
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
ま
す
。
循
環
器

科
も
筑
波
大
学
か
ら
の
医
師
に
よ
る
外
来

診
療
と
、
交
代
で
当
院
に
こ
ら
れ
る
常
勤

医
で
虚
血
性
心
疾
患
の
検
査
や
不
整
脈
、

心
不
全
の
治
療
と
そ
の
後
の
外
来
管
理
を

病院長

亀田　尚徳

担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
医
師
の
偏

在
、
な
ど
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々

変
化
し
て
お
り
、
地
域
医
療
を
実
践
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
的
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
日
々
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

看護部長

鳥畑　好江

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶



昨年９月から当病院職員が「なめがたエリアテレビ」に毎月第４木曜日に 10分間出演しております。
第１回（９月 27日）は院長の亀田が「骨折について」アナウンサーと対談形式で出演しました。

医療についてわかりやすく解説していますので是非ご覧下さい。（※当日・翌日に録画再放送があります。）

整形外科医師　奥脇　駿
2018 年 11 月 2 日から 3 日
にかけて北海道・札幌で開催
されました第 29 回日本臨床ス
ポーツ医学会へ参加してきま
した。本学会はスポーツを通
して高齢者から子供たちの健康サポートとスポーツ
選手・競技者のより早い復帰・よりよいパフォーマ
ンスを目的として開催されています。私自身は発育
期スポーツ選手における腰椎分離症について、競技
別の特性や競技復帰について口演発表してきまし
た。活発な議論があり、発育期のスポーツ外傷に関
して知見を深めることが出来ました。

看護部　額賀ゆかり
2018 年 11 月 4 日につくば国際会議場で第 52 回
茨城人工透析談話会が開催されました。
私は、「透析指示及び連絡簿の改訂」という演題
で口演発表させていただきました。
この学会では、各分野、各職種からの発表があり
ました。看護の分野では、フットケアや災害対策、
シャント管理、栄養
管理など沢山の学び
を得ることができた
ので、今後の透析看
護に活かしていきた
いと思います。

学会報告 第29回日本臨床スポーツ医学会（2018年11月2日・3日・4日）
第 52回茨城人工透析談話会（2018年11月4日）

２
０
１
８
年
10
月
６
・
７
日
に
Ｊ

Ａ
な
め
が
た
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
院
か
ら
は
血
管
年
齢
測
定

及
び
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し

ま
し
た
。
私
が
参
加
し
た
７
日
は
夏

日
で
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
ご
高
齢
の

方
ま
で
汗
を
か
き
な
が
ら
芋
ほ
り
体

験
等
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
毎
年

の
感
謝
祭
で
血
管
年
齢
を
測
定
し
て

い
る
常
連
の
方
も
お
り
、
数
値
に
一

喜
一
憂
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
日
々
、
院
内
で
健
診
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
生
活
し
て
い
る
場
で
の
保
健
活
動

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

健
診
セ
ン
タ
ー 

保
健
師　

中
川
宏
美

「生で情報発信 !なめこい。」 日替わりコーナー出演団体等スケジュール表
■ on air（Live） 11:00～ 11:45（※議会中継日　12:15～ 13:00）
■ on air（再送信） ① 19:15～ 20:00　② 21:15～ 22:00　④翌日 6:15～ 7:00

区分 コーナー名・出演団体等名
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

第 1「働く人の安心・安全・安定」
常陸鹿嶋公共職業安定所

「商工会ニュース」
行方市商工会

「経済部から」
行方市経済部

「映像版あおぞら」
行方市社会福祉協議会

「水産からみた弐湖の魅力」
霞ケ浦北浦水産事務所

第 2 「こんにちは !健康増進課です」
行方市健康増進課

「レッツ生涯学習」
レイクエコー

「今日もこいこい」
行方市開発公社

「任せて安心 !」
行方市シルバー人材センター

「ニュース教育委員会」
行方市教育委員会

第 3 「陸・海・空」
自衛隊茨城地方協力本部百里分駐所

「アントラーズ便 （収録）」
アントラーズホームタウンDMO

「ホっと湯情報」
白帆の湯・北浦荘

「やさい王国なめがた」
JAなめがた

「防犯なめがた」
行方警察署

第 4「消防署からのおしらせです」
行方消防署

「介護予防あれこれ」
行方市地域包括支援センター

「保健所だより」
鉾田保健所

「教えて !医療」
土浦協同病院なめがた地域医療センター

「みんなげんき !」
保育園・こども園（各園持ち回り）

※当該曜日が、行方市役所閉庁日にあたる場合は、放送は休止とする。なお、第 5週がある場合は、フリー枠として、別途対応する。
※当該曜日が、行方市議会本会議中継時間と重複及び重複する可能性がある場合は、放送時間を変更するものとする。
※コーナー名は変更になる場合がある。

Ｊ
Ａ
な
め
が
た

感
謝
祭
に
参
加
し
て

毎月第４木曜日

なめがたエリアテレビに生出演



今回はアレルギーについて滝技師にお聞きします。
Q. アレルギーはどうして起きるのですか ?
A. 人間の体には細菌やウイルスなどの異物から体を守るために働く
防御機能 ( 免疫 ) が備わっています。この仕組みがときに過敏に
反応しすぎて、人間の体にとってマイナスに働く場合があります。
この現象がアレルギーです。

Q. どのような症状がありますか ?
A. じんましんや鼻水、目のかゆみ、咳、息切れなどさまざまな症状
があります。アナフィラキシーと呼ばれる重篤な状態が引き起こ
されることもあるため、注意が必要です。原因となる物質 ( アレ
ルゲンといいます ) を特定し、日常生活においてそれらを避ける
ような努力が必要です。

Q. どのように検査するのですか ?
A. 採血された血液を分析して検査します。血液中のアレルゲンに対
する抗体を測定します。

Q. どのような項目が検査可能ですか ?
A. 右の表にある項目の測定を当検査部内で行っています。それら以
外の項目も検査センターに委託して測定可能です。「この症状は
アレルギーかな ?」などありましたら一度医師に相談してみるの
はいかがでしょうか。

最終回

●
●

ホ
ン
ト
は
知
ら
な
い

の
世
界
⑧

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
が
お
く
る

目
が
て
ん
に
な
る
話

目
が
て
ん
に
な
る
話

目
が　
　

に
な
る
話

て
ん

て
ん

テ
ン

臨
床

工学
技士（ME）の

ME

体
温
計
の
話

1
第　
　

回

第　  回 ペースメーカーの話4

臨床工学技士は、院内の医療機器のスペシャリスト。医療機器の保守管理・操作を行っています。
紙面にて医療機器の少し役に立つお話をします。

ペースメーカーとは、心臓の働きを助ける医療機器です。
臨床工学技士は、外来にてペースメーカーの動作確認の検査をおこなっています。

～臨床検査技師に聞いてみよう～
「アレルギーについてのQ&A」

ペースメーカーの誤作動を起こす原因として「内燃機関から発生する
電磁波が影響を与える可能性がある」 と言われ
ています。
自動車は、ボンネットが電磁波を遮断してくれ
ますが、トラクターはエンジンがむき出しの車
種もあります。
エンジンが作動している際はエンジン部に近つ
かない様にご注意願います。

2018年 9月より毎月 2回 第 2第 4金曜日（変動有り）で行なっています。御不明な点はお問い合わせ下さい。 臨床工学部

当院で行っている検査項目

樹 木 花 粉 スギ・ヒノキ

イネ科花粉 ハルガヤ・カモガヤ

雑 草 花 粉 ブタクサ・ヨモギ

ダ ニ ヤケヒョウヒダニ・コナヒョウヒダニ

室 内 塵 物 ハウスダスト

昆 虫 ゴキブリ

カ ビ カンジダ・アルテルナリア

動 物 ネコ皮屑・イヌ皮屑

食 物 卵白・ミルク・小麦・米・大豆・卵黄・
オボムコイド

ペースメーカーには、ICD（植込み型除細動器）、S-ICD（皮下植込み型除細動器）、CRT-D（植込み型除細動器＋ペースメー
カー）などがあります。

今回で「臨床検査Q&A～臨床検査技師に聞いてみよ
う～」最終回となります。この連載を通して、臨床検
査や臨床検査技師について少しでも興味を持っていた
だけたならうれしいです。ありがとうございました。

臨床検査部



平成31年1月1日～ ■受付時間／（平日）8時30分～11時30分　（土）8時30分～11時00分まで
 ■毎月第2・4土曜日は休診です

科 診察室 月 火 水 木 金 土

内　科

１診 萩原（膠原病） 湯原（膠原病） 湯原（膠原病） 儘田（神経） 湯原（膠原病） 寺崎（膠原病）
２診 高部（呼吸器内科） 高部（呼吸器内科） 五十嵐（循環器予約） 高部（呼吸器内科） 循環器医師 湯原（膠原病）
３診 酒井（俊）（循環器予約） 萩原（膠原病） 萩原（膠原病） 土浦協同（腎内）
４診 栗田（血液） 循環器医師 第3土浦協同（消化器） 循環器医師 高島（神経）1/11より

５診 寺崎（膠原病） 第1・2・４
土浦協同（消化器） 寺崎（膠原病） 第1・3　神山

（糖・内分泌完全予約制）

小　児

１診 薄　井 薄　井 薄　井

２診 1 渡辺（章）／2・4 清水
3・5 土浦協同病院医師

第2土浦循環器
（予約のみ） 筑波大医師 10：00～ 清　水

３診

外　科
１診 滝　口 平　沼 飯　塚 平　沼 飯　塚 飯　塚
２診 李 大貫（心臓血管外科） 李 李

脳　外
１診 武井（土協） 武井（土協） 山本（土協） 土　協 土　協 交代制（新患のみ）
２診 大　木 大　木 氏川（土協） 大木（予約のみ） 大　木

整　形
１診 亀　田 亀　田 亀　田 奥　脇 1・3・5新井／2・4中川（将） 第3　亀田
２診 島　崎 奥　脇 島　崎 島　崎 新患・急患・予約のみ 第1・5　島崎
3診 小　林 小　林 奥　脇

婦　人 １診 土浦協同病院医師 大久保
皮　膚 １診 田口（水戸協同） 岩本 9：30～
泌尿器 １診 奥　村 松　岡 神　鳥 立　岡 宮　川

眼　科
１診 浅　野 浅野第2･4･5のみ 10：30

まで
浅　野 浅　野 浅　野

２診 井　口 井　口 井　口 井　口 井　口
耳　鼻 １診 田渕 10：30まで 林
ペイン １診 藤　井 藤　井 禁煙外来（予約制）

透　析
午　前 土浦協同病院医師 土浦協同病院医師 土浦協同病院医師 土浦協同病院医師 土浦協同病院医師 １・３・５　高部

（第2・4）　戸田午　後 土浦協同病院医師 土浦協同病院医師 土浦協同病院医師 土浦協同病院医師 土浦協同病院医師

土浦協同病院 なめがた地域医療センター　外来診察表
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